ブロンテ ショカン ケンキュウ （１） by Iwakami, Haruko
ブロンテ書簡研究(1)


























228 岩 上 はる子
書簡の翻訳にあたってはT.J.Wise/J.A.Symington, eds., 勁ι B知%あf 帰っ″ うルs,

































































































きじゃくったという。初期作品`The Following Strange Occurence'(22.6.1830)参照。


















Wooler(1792-1885)'火T Catherine, Susana,A/farianne,EIza b9 5ノ(o
ll)Rev.Thomas Atkinson ソーントン教会の前任者で,シャーロットの名付け親。ロウ・ヘッ
ドでの学資を援助してくれた。
12)Alexander Keith(17911880) 予言に関して次のような本を書いている。既ι″力 げ 肋ι
βυゲ冴ι%ει/79物P鞭クカιり (1832),2υゲあο%ιι 9′励ιT協励 げ 滋ιCん7'SttZ%■9ιを
'ο
%虎力υ″ //92
諺ιL滋陶′」勁 ″賜 ι妨 げ P鞭″ ιり (1828)
シャーロットは毎週,家から便りを送ってもらっていた。今ではグラスタウン物語はブランウェ























旬)彼は`History of the Young Men'を完成させ,続いでLetters frOm an Elaglishman'に取り
かかっていた。シャーロットは学校にいる間はほとんど創作していない。だが友人のメアリ・テ
イラーに自分たちの雑誌の存在をもらしている。


















































19)ロウ・ヘッドでは1773年に出版されたMrs Chaponeによる古典 Lι婉熔 θ%肋ι物 紹υι%ι%チ




























































































































































































Brontё'(B℃η″Sοε力炒静a%Mじ″θ%,2(1899)収録)中の`Chariotte's Early Life at Howorth'
と題された章に詳細に記している。



























































である。エレンに次の手紙14(30)を出した頃,シャーロットは`High Life in Verdoplis'(23.1834)
において, ドゥアロウ侯爵がくり広げる華麗な生活ぶりを描いていた。






















































































































































































































































































45)John Stuart Wortley(18011855)第2代Wharncliffe男爵。国会議員 としてBossiney
(182332)続いてヨークシャー州のウェスト・ライディング (184145)から選出された。









































































































































































































258 岩 上 はる子
詩をお送りしたのはあくまでも読みやすく,また心情が素直―に表れているからというにすぎません。
もし心に響くものあれば,どうぞ活字になさって結構です。そして後ほど寄稿についてお便りくだ
さいますように。さすれば散文をお送り申し上げます。けれどもこの度お送りいたしましたものが
取るに足らぬということなら,わたしの申し出もただの愚かなる.自惚れというまでですぅしかしな
がら聞く耳もたずして,ただうち捨てるのはご容赦願います。
P・B・プロンテ
ヨークシャー州ブラッドフォード近郊ハワース
56)ブランゥェルが送った詩
`よ
IMisery'と題された作品である。その第一部はロンドン、から帰って
間もない1835年10月から12月の間に書かれた。続編は翌36年3月に書かれた。
